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令和２年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

データから法則性を見つける機械学習 

日 時: 令和２年 10月 10日（土）13：00～15：00 

受講者数:10名 

会 場：神戸商科キャンパス 情報科学研究棟 講義室(201) 

講 師: 社会情報科学部 教授 川嶋宏彰 

 

深層学習（ディープラーニング）をはじめとする機械学習は，第３次人工知能ブームの火付け役であ

り，音声認識や画像認識，自動翻訳といった様々な手法が社会で利用されている．本講座では，データ

に潜む法則性を機械学習がどのようにモデルとして獲得するかについて，基本的考え方を解説するとと

もに，画像認識を中心とした応用例を紹介する． 

機械学習とは何か？データ分析における機械学習と統計学のそれぞれの特徴，機械学習の語源，そし

て機械学習が行っている「法則性をデータから見つけ出す」ことの意味について，直感的なイメージが

得られるように説明を行った．続いて，機械学習の基礎として，「特徴抽出」と「教師あり学習」，「深

層学習」について，はじめに Google Teachable Machineを使った画像認識のデモを行い，その後，画

像や家計調査などの具体的な事例を使いながら解説を行った． 

 後半では，「教師なし学習」の具体例として，家計調査データを使ったクラスタリングの例を紹介し，

食文化の違いを地図上で表すなどの応用を紹介した．その後，社会における機械学習の今後の可能性に

ついてイメージが得られるように，「画像・映像」，「音声」，「自然言語」などの分野における応用手法

を，映像からの関節推定や，画像キャプション生成などの各種のデモを行いながら紹介した． 

  


